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論　　文　　の　　要　　旨

（1）本研究の目的と方法

　　本研究は、台湾における障害児教育の成立過程を寄教育制度1社会制度及び法律制度の歴史的

　変遷の中でラ解明することを意図したものである。

　　この研究はヨ日本語及び中国語で記述された史料画文献1法典㊥諸統計資料1障害児施設。学

　校史。便覧等の調査研究，台湾における障害児教育成立に際して，障害児教育に貢献した人たち

　の家庭訪問に基づく調査，障害児関係の学校旧舎の実地調査等によってなされたものである。

（2）本研究の成果

　　本研究は，台湾における障害児教育の成立過程を解明したもので。序ヨ序論（2章）、本論（3

　章），結び及び付録から構成されている。

　　序論ではヨ第一章「中国における障害者観」及び第二章「法律上より見た障害者の処遇」の2

　章にラ又，本論では，第一章「日本領台前の教育と杜会事業」言第二章「日本領有後大正八年台湾

　教育令制定に至る迄の教育と障害者処遇」害及び第三章「障害児教育の成立」の3章に分けてそれ

　ぞれ記述している。

　　序論の第一章ではラ四書1五経等の古典の考察から中国の古代1中世をとおしてヨ（1）障害者を
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含めた各人の潜在能カの発現ヨ（2）障害者事業費助成金交付雪（3）障害者就労促進による杜会保障的

理念ラ（堪）「有教無類」の障害児教育機会均等などの考えが存在していたことを曾それぞれ明らか

にした。古代㊥中世ヨーロッパ及び日本における障害者観と障害者の処遇についてはヨ若干の研

究資料があるがヨそのほとんどは、障害者の絶減1追放1虐待1覇弄1軽蔑などでありう障害者

は曾概して残酷な扱いを受けていた。しかし、古代画中世の中国では、障害者を冷遇視すること

なく官障害者の生存権を認めようとする「杜会保障」の考えや「有教無類」の思想に基づいて事

障害児に対して教育の機会を与えようとする史実が雪すでに存在していたことなどを指摘してい

る。又ラ同第二章では雪中国古典法の唐律令、宋刑統ヨ元典章ヨ明画清の法典等の分析と考察を

通じてヨ歴代の法律において、（1）障害者及び付添人税制上の優遇、（2）公的救済収容施設の設置冒

（3）刑法上障害者には高齢老人なみの「限定責任能力者」としての処遇等に関する明文規定があっ

たことを見出し、解説している。さらに曾漢から唐の時代にかけて中国古典法においてヨすでに雪

障害の重度な者を「篤疾」ヨ軽度なものを「残疾」と呼称し，それぞれの障害の程度に応じて公的

救済施設に救済する際にヨ「本籍地救済」の原則が採られていたことなどについても述べている。

　本論第一章では、日本が台湾を領有する以前の台湾の教育と杜会事業について，又ラ同第二章

ではヲ日本が台湾を領有後の教育と社会事業について，申国語及び日本語の文献画資料に即して害

克明な記述がなされている。そして事ここではラ障害児教育の濫膓が雪英国長老教会宣教師ウィ

リアム1キャンベル（Wi111鰍Ca理be11）がヨ五890年に設置した訓盲院にあることを見出し雪同

訓盲院が，明治三十三年（1900）にはヨ清統治期の養済院画普済堂等（二救済施設）の遺留資産

と日本皇室の御下賜金とを併せてう台湾総督府によって設置された台南慈恵院がヨその付属事業

として設けた「盲人教育部」に引継がれたことなどを述べている。

　第三章では曾大正八年に総督府の機構改革が行なわれ，文官総督が認められたことによって、

行政改革蓼教育改革が行なわれた。

　その教育改革の一環としてヨ台湾総督府は大正八年に、台湾における台湾人の教育制度を定め

る目的で制定されたばかりの「台湾教育令」を改めてヨ大正十一年に台湾における教育の普及を

目的とした「改正台湾教育令」を公布した。改正台湾教育令が制定されたヨ同じ大正十一年に少

し遅れてラ「台湾公立盲唖学校官制」及び「台湾公立盲唖学校規則」が相次いで制定されたことラ

そしてヨこれらの法令に基づいてヨ私立台南盲睡学校が台南州に公立移管となりヨ台湾ではじめ

て公立特殊学校が誕生したこと、さらに翌大正十二年には里日本国内に「盲学校1聾睡学校令」

と「公立1私立盲学校1聾唖学校規程」が制定されたことによって、台湾における私立盲学校雪

聾唾学校が相次いで害公立移管となったこと里さらに又雪木村謹吾医師の慈善事業としてヨ病院

内に雪大正六年六月設置された木村盲睡教育所がヨ大正九年八月に雪私立台北盲唾学校の認可を

受けラ昭和三年九月に事台北州に公立移管となったことなどに論及している。

　結びでは曾台湾における私立障害児学校が公立移管となった主要要因はラ「台湾公立盲睡学校規

則」の制定にある。ことを指摘している。
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審　　査　　の　　要　　冒

　本論文ではラ日本が台湾を統治するようになった十九世紀末から五930年頃までのヨ台湾における

障害児教育の成立過程にヨ記述の焦点がおかれている。そしてヲこの時期における障害児教育の成

立の様態を解明するために，中国古代伺中世における障害者観の考察から始めて雪明宙清時代を経

て現在に至る障害者観までを考察している。

　かようにラ本論文では古代1中世の中国から現代までの広範な時代が扱われているが害台湾では争

明→清→日本の政権交替に伴なう戦乱ヨ第二次世界大戦時における被爆災害ヨ同大戦終了時の資料

廃棄等のためにう文献資料が冒消失1散逸しておりヨ本研究を推進する上で相当な困難さがあった。

しかしヨそれにもかかわらずラ著者は、台湾内だけでなく、日本における中国語や日本語で記載さ

れた文献等も精力的に探索して読破しラ本論文を格調の高いレベルのものとしてまとめあげている

がヨこの点の努力にはヨ敬服に値するものがある。

　本論文で，主として中国語文献に基いて台湾の内部から，又寄主として日本語文献に基づいて台

湾の外部から，台湾における障害児教育の成立過程についての考察がなされているが，このことはヨ

本論文の特色として十分に評価されてよいであろう。

　又，本論文で雪中国古代宙中世から近代を経て現代に至る障害者観の解明にはヨ創見が多くみら

れる。ただラー方においては害障害児教育事象の歴史的背景の記述にいくらかウエイトをおき過ぎ

たきらいがみられる。しかしヨ内1外の文献資料に基づく実証的な研究の手堅さには際立ったもの

がありヨ従来ヨ未開拓であったラこの分野においてヨ本論文は独創的な研究成果を挙げえたものと

して高く評価することができる。

　よってヨ著者は教育学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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